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○佐野雅基・有山啓之・辻村浩隆・池田仁志

１．目的

5.4ha阪南２区は岸和田市沖合に造成中の人工島で 内部に、

の人工干潟が造成されている 図 この人工干潟では 都（ ）。 「1

市臨海部に干潟を取り戻すプロジェクト」として産官学連携

の実験が行われ、水産技術センターは水質環境と生物の生息

状況を調査して、人工干潟の生物保育能の検討を行った。

図 阪南２区人工干潟1

２．方法

１）オアシス機能調査（平成 年度）16

人工干潟の内外において、 ､ ､ 月に潜水による魚類生息状況の確認と溶存酸素の6 8 11

測定を実施し、貧酸素水塊発生時における人工干潟のオアシス機能を調べた。

２）幼稚魚調査（平成 ～ 年度）16 20

を、人工干潟の砕波帯で砕波帯ネ人工干潟内外の異なった水深帯の 点でそりネット3

ットを曳網して、魚類・甲殻類の生息状況を把握した。同時に各調査点で底層の水温

・塩分・酸素飽和度を測定した。

３）アサリ調査（平成18～20年度）

人工干潟の ～ 点で 方形枠内の土砂を約 深まで採取し、これを 目の4 5 50cm 15cm 2mm

ふるいにかけてアサリを採取し、分布状況を調べた。

３．結果および考察

１）オアシス機能調査

人工干潟外部は強く貧酸素化した場所があり、そこでは

、 、魚類が観察されなかったが 人工干潟内部は貧酸素化せず

魚類も観察された（図 ）ことから、人工干潟に貧酸素水2

塊からの避難場所の機能があることが窺われた。

２）幼稚魚調査 図 オアシス機能調査結果2

人工干潟の水質環境は特に問題はみられなかった。ウロハゼ、スジハゼ、チチブ、ヒメ

ハゼ、マハゼなどのハゼ科魚類が優占的に出現し、甲殻類ではスジエビモドキ、ユビナガ

ホンヤドカリ、タカノケフサイソガニが優占種となった。水産有用種ではアユ、イシガレ

イ、マコガレイ、スズキ、メバル、クロダイ、キチヌ、シロギスなどの幼稚魚やクルマエ

ビ、クマエビ、ヨシエビ、ガザミ、タイワンガザミなどの甲殻類幼稚仔が出現し、水産有

用種幼稚仔の保育場としての機能が認められた。

３）アサリ調査

人工干潟の北西部潮下帯と北部潮間帯の調査点でアサリの生息密度が高く、最大生息密

度は北西部潮下帯の 個 であった。2124 /m2
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平成16年8月の潜水観察及び溶存酸素測定結果
：溶存酸素良好 ：貧酸素化

：魚類確認 ：魚類確認できない
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